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札幌圏闘争委員会は、５月２３日（土）１３時３０分

より東区民センター集会室Ｃで、長時間労働の防止と

撤廃をテーマとした学習会を開催しました。学習会で

は、前半に改正労基法の内容と過重労働防止のための

制度に関する講義を旭川労基の金曽監督官から受け、

後半は、実際の残業時間の請求・計算方法について、

さっぽろ労働相談センターの鳴海相談員より説明を

受けました。改正労基法は来年４月からの実施とはい

え、事業者・労働者の関心は高く問合せが多いとし、

また過重労働による健康障害防止の制度活用では労

働時間管理を厳正に行う工夫が必要としました。残業

代については会社へ労働者が請求することが大事で、

労働者がいかに正確に資料を作成し主張するかがポ

イントとしました。約３０名の参加者は労働関係の法

制度の有効活用等について熱心に聞き入りました。 

日 時：２００９年５月３０日（土） 
      １０時集合 
場 所：白石区民センター 

１万５千部を白石区内配布します。一人１００枚程度

です。配布終了した時点で散会です。白石区内の他配

付行動とジョイントできます。宜しくお願いします。 

深刻な相談に応える相談員（５／１６） 
 

労 働 者 は 今 こ そ 工 夫が 必 要！ 

 

６月２０日（土）は、地域呼びかけ運動の第２弾として 
地域学習会 in 南区「会社の倒産・破産に対して労働者
は何ができるか（仮題）」を実施します。道内の業況は 
未だに低迷期を脱していません。私たちの周囲には賃金 
の減額の他職場喪失も事業所の倒産・破産・撤退という 
大きなスケールで続出しております。この企業倒産・破 
産に対して労働者ができることを考えて見ましょう！ 
日時：２００９年６月２０日（土）１３：３０～ 
 場所：南区民センター（予定） 

何もしないわけにはいかない！ 


